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※　1学期末評価においては、学校関係者評価は不要

ＰＬ：教務主任
ＳＬ：研修主任、
　　　情報主任、
　　特別支援教育コー
　　ディネーター

ＰＬ：教頭
ＳＬ：学部主事

①小中高の題材を並べた一覧表を作成して、実態
や内容を照合した。各学部間の共通理解を図った
上で見直しを行っている。
②時間数について、他教科との関連も含めて検討
を進めている。

①学部間の系統性を見ながら、内容の加筆修正を
行う。
②他教科との関連を検討し、学部ごとの時間数を見
直す。

➀「年間題材計画」や教材教具については、夏季休
業に入ってから作成開始している。
②昨年度に作成した「題材配列表」をもとに、新教
科の題材、指導内容、時数について、学部間の系
統性について検討した。

②週時数については、各学部会にて調整および修
正を行う。「題材配列表」から題材の選定を行い、児
童生徒が興味関心をもって取り組めるような指導内
容や指導方法について検討しながら、来年度分の
「年間題材計画」を作成する。

①情報モラル研修、学校HP研修を実施。HPのアッ
プが適切に行えている。ICT活用活用事業に係る校
内研修２本と外部講師招聘する研修を計画・実施
できた。
②ICTを活用した授業生活実践報告作成を文書提
示して全教員に共通理解を図った。

①行われた研修については研修内容の見直し、予
定されている研修については内容を検討し有意義
な研修につなげる。
②報告書を確認後、達成率100％を目指す。また、
優秀な実践を周知し、ICT活用の実践力を高める。
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実施時期　　　令和　６年　８月

令和６年度学校評価（　１学期末評価　・　中間評価　）

児童生徒一人一人の教育的ニーズに応じた教育実践を通し、自立と社会参加をめざし主体的に学びに向き合い心豊か
に生きていく児童生徒を育成する。

・児童生徒が自立や社会参加に向けて、主体的に学ぶ授業づくりができるよう、特別支援教育に関わる専門性の向上
に取り組む。
・児童生徒の「困り」を把握・理解し、多方面から支援するために関係機関との連携の充実に取り組む。
・児童生徒と向かい合う時間を確保するための業務の工夫・改善に取り組む。

検証結果（自己評価）

学校関係者評価
今後の改善策重点的取組・取組指標の実践

学校名　　　大分県立別府支援学校

前年度評価結果の概要

・Ⅰ課程は、自立活動の授業内容を整理し授業実践したことで、扱う内容が精選されてきた。特設の時間が学部ごとでかなり違うので、学校全体で見直す必要がある。
・Ⅱ～Ⅳ課程は、各教科等を合わせた指導を教科に振り分けた「年間題材配列表」を作成したことで、扱いが少ない内容が明確となった。次年度は授業内容を検討し、「年間題材計画」の作成と教材研究を行い、「年間題材配列表」の妥当性を検証する。
・学部ごとの取組で避難経路や避難場所に、安全に避難できている。次年度は、全校での避難訓練を行い、避難経路や避難場所の妥当性を検証する。
・外部機関との繋がり・連携は、困りのある児童生徒を中心に進め、ケース会議等での情報共有を困りの解決につなげることができた。ただ、情報共有から進んでいない事例もあるので、次年度以降も継続した取組が必要である。
・三校連携した働き方改革は、一定の成果を得ることができた。まだできることがあると考えられるので、次年度以降も継続した取り組みをする必要がある。

・肢体不自由教育・病弱教育の専門性の向上
・関係機関と連携した学校づくり
・三校連携した働き方改革

学校教育目標 中期目標 重点目標

重点目標
評価

ＰＬ
ＳＬ

①概ね２日前には資料配布が行えていたが、配布
が当日となる会議もあった。
②データでの共有用にドライブを作成・活用。
個人でのタイムマネジメントに取り組むため残業時
間等が記載された月の勤務表の配布を実施

夏季休業中は個人のタイムマネジメント実施のた
め、17時退勤で予定を立てるよう働きかけを行い、
２学期からの勤務に活かす。
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【学校安全】
医療的ケア児童生徒が参加する校外
学習を実施し、マニュアルの妥当性を
検証する。

【三校連携】
昨年度整理した内容以外の部分で、共
同実施あるいは分担が可能な内容の
検討と、業務内容を精選する。
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①支援構成表について、新入・転入生分を新規作
成と、在校生分の見直し・加筆修正を各担任に周知
する。
②SCやSWW、専門家による指導助言を活用し、児
童生徒の対応に活かすようにした。適宜、学年や学
部会の中で情報を共有することができた。

①保護者との面談、サポート会議などを通じて児童
生徒の関係機関を確認し、適宜、加筆修正を行うよ
うにする。また、支援構成を活用するために、様式
や内容、活用の場面などについても検討する。
②助言の内容等について、学年や学部会の中での
共通理解の充実を図るようにする。

・個別面談期間や1学期終業日の個別面談で、本
人・保護者の思いを確認し、個別の支援計画に反
映させた。
・個別の指導計画では、本人・保護者の思いを入れ
た授業を自立活動や合わせた指導や各教科等で
計画し、実施している。

・授業での進捗状況について保護者に伝え、内容及
び方法について相談して実施する。
・引き続き必要な内容については、令和７年度の年
間指導計画に反映する。

①小学部の看護師同行を伴う南立石公園への遠
足を実施。中学部が10月の校外学習へ向けて準備
をすすめている。安全委員会での検討や看護師、
養教と連携し、保護者、主治医への確認、相談をし
ながら進めることができた。

②校外学習実施後の反省をもとに、マニュアルの検
証を行い、加筆修正をする。マニュアルの流れの実
施時期の検証や、校外学習当日の、物品等の所持
分担の仕方など、安全な実施のための一部細かな
部分についても、反省をもとに、検討し整える。

①今後も継続して主任間の情報共有を図り、そこで
の内容を分掌、学部へ周知するといいう形で業務の
効率化を図っていきたい。
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①打合せスペースを活用し、主任間の情報共有を
することで行事の住み分けや研修の共同実施、巡
回相談の日程調整など、それぞれの業務を円滑に
進めることができた。「九肢研」「九病連」について
は、担当・主任・管理職が同時に情報共有すること
もできた。

肢体不自由教育・病弱教
育の専門性の向上

関係機関と連携した学校づ
くり

三校連携した働き方改革

達成(成果)指標

【校内研究】
「題材配列表」を基に「年間題材計画」
を作成し、学部間の系統性を検証、必
要な加筆修正を加え完成。併せて指導
に必要な教材教具を作成。

【ICT機器活用】
児童生徒がICT機器を使用する授業の
実施率１００％。

【専門家との連携】
児童生徒の「困り」にチームを組んで対
応した実施率１００％。

【学校理解】
保護者アンケートで「本人・保護者の思
いを取り入れた授業が行われている」
の回答の平均が３以上（４段階）。

【学校安全】
「校外学習における医療的ケア実施に
ついて」のマニュアルを基に実施し、必
要な加筆修正をし完成。

【三校連携】
共同実施あるいは分担の検討や業務
内容を精選。

【残業時間の削減】
前年度の平均残業時間を下回る。

【残業時間の削減】
タイムマネジメント（会議時間、教材作
成の簡略化、過去作成分の使用等）に
努める。

取組指標

①３学部の「年間題材計画」の内容を共有し、発達段階
等を考慮しながら系統性を検証し、必要な加筆修正をす
る。
②学部ごとの自立活動の時間数について検討し、教育
課程に反映する。

①「年間題材計画」（必要な教材を含む）を作成する。（１
学期）
②学部間での系統性を検討し加筆修正する。（２学期）
③必要な加筆修正を行い、「年間題材計画」を完成す
る。（３学期）

①教職員対象のICTに関する研修（モラルを含む）を年
４回実施する。
②児童生徒の特性を理解し、各自が適切に利用できる
授業実践をする。（実践報告書の作成率１００％）

①支援構成表を基に全児童生徒の関係機関を学部会
等で共有する。
②困難事例に対してチームで取り組んだ方法や内容を
職員会議等で全職員に共有する。

①個別面談等で「本人・保護者の思い」を聞き取り、「個
別の指導計画」に反映する。
②実施した内容を整理して令和７年度の「年間指導計
画」を作成する。

①マニュアルを参考に校外学習を実施する。（各学部１
回）
②実施後にマニュアルの妥当性を検証し必要な加筆修
正をする。

①定期的な打ち合わせや「会議・打合スペース」を活用
した情報共有をしながら検討する。

①会議資料は２日前には配布し、事前に読んでいること
を前提に会議を進行する。
②業務に関わるアプリの使用方法の紹介をする。

重点的取組

【Ⅰ課程】
「自立活動年間題材計画」の内容の学
部間における系統性を検証する。（カリ
キュラム・マネジメント）

【Ⅱ～Ⅳ課程】
「年間題材計画」を立て、学部間の系統
性を検証。次年度、授業実施する上で
指導に必要な教材教具の作成。

【ICT機器活用】
児童生徒の特性に応じたICT機器の活
用方法を検討し授業実践をする。

【専門家との連携】
困難事例に対して外部専門家、SC、
SSWと連携したサポート会議等をチー
ムで対応する。

【学校理解】
「実態」と「本人・保護者の思い」を取り
入れた授業内容を考え、実践する。


